・フォント：ＭＳ明朝
・余白：やや狭い
・サイズ：10.5p
記入例

　生活単元学習　学習指導案
難波大学
授業者Ｔ１　木津　一郎
指導教官Ｔ２　浪速　花子
Ｔ３　塩草　三郎

１．日　時　　令和８年　〇月〇日（金）　２限　９：５５～１０：３５

２．学　年　　小学部５年１組　７名

３．場　所　　プレイルーム
単元目標は２つぐらいが適当


４．単元名　　「思い出いっぱい　わくわくランド」

５．単元目標
・本単元に関わる学習
・客観的な実態　　などを記述

・自分から身体を動かして遊ぶ経験を広げる。
・目的をもって、様々な道具を使って遊ぶ。

６．児童観（生徒観）
本学級は男児５名、女児２名の計７名が在籍している。発語のある児童が少なく、運動面や認知面、コミュニケーション面において差が大きい。運動面においては、歩行が不安定ですべての移動の際に支援を要する児童や、階段の昇降では手すりを使わないと移動が難しい児童もいる。歩行や移動が不安定な児童も身体を使った活動が大好きで、友だちを追いかけようとしたり、シーソーやブランコなどで楽しく身体を動かしたりする姿が見られる。体育の授業では、友だちとの関わりが苦手な児童も、他児の様子を見て、難しい動きにチャレンジする様子も見られるなど、学級のほとんどの児童が身体を動かす活動に意欲的に取り組むことができている。
・学習形態や個別の支援など単元を通して行う指導の工夫
・使用する教材や題材のもつ特性や特徴　　　などを記述




７．教材観・指導観
本単元では、児童がこの一年間で体験した活動に関連する遊具や場所を設け、児童一人一人が意欲的に活動に取り組める場を設定している。例えば、校外学習で体験した「消防車」、調理実習で作った「おにぎり」、音楽発表会で演奏した「楽器」など児童が過去に経験した活動を遊具として準備し、遊びに取り入れることで過去の経験を思い出しながら自発的な遊びや活動につながるのではないかと考える。また、学校生活の中で体験した活動を多く設定することで、児童も遊び方が分りやすく、児童同士の遊びや関わりに繋がりやすいと考える。児童が自発的に活動に取り組み、児童と指導者、あるいは児童同士で同じ目的で活動に取り組むことは、人との関わりにおける発達段階においても大切な活動に繋がると考えている。その他、児童の大好きなすべり台やダンスコーナー、自由工作エリアなども設定し、多様な活動場所を設定することで、児童は興味に応じて活動し、その中で社会性や運動面、手指の巧緻性などの向上にもつながることを期待している。
子どもに身に付けさせたい事柄について具体的に記述
目標は１～２つが適当



８．本時の目標
・エリアに応じた遊びや道具、楽器などを使った活動に意欲的に取り組む。

９．単元計画（全３時間、本時は第３時）
　第１次　「身体をめいっぱい動かそう」（全２時間）
　第２次　「目的をもって、いろいろな活動に取り組もう」（本時）

児童生徒の実態に応じた言葉がけや支援の手立てについて記入する



キャリアプランニングマトリックスの表を活用し、
キャリア教育の視点を番号で記載する


１０．本時の展開
	
	学習内容
	指導内容・支援の手立て
	キャリア
教育の視点

	導入（７分）
	１．はじめのあいさつをする。
 
２．本時の学習内容を知る。
「わくわくランド」で楽しむ映像を見る。
	・姿勢を正したり、教師に注目したりしてあいさつができるように言葉がけをする。
・遊びや活動への期待感がもてるように、言葉かけをする。
	①②③⑧

②③

	展開（２８分）
	３．設定遊び①「宅配便」
・好きな荷物を好きな教師のところに運ぶ。
・決められた荷物を決められた友だちのところに運ぶ。

　　


４．設定遊び②「ダンス」
・音楽や映像に合わせて楽しくダンスに取り組む。
・友だちと一緒にダンスに取り組
む。

５．自由遊び
・自由工作コーナー
・ブロック、プラレールコーナー
・すべり台、トランポリン、粗大運動コーナー
・楽器コーナー





	
・設定遊びが始まることが分かりやすいように、特定のＢＧＭを流す。
・発語のある児童は、「お荷物です」「ありがとう」などの会話によるやりとりにもつながるよう言葉かけをする。


・十分に身体を動かせるように間隔を広く取るように促す。
・友だちと一緒に行うことが難しい児童は、教師が一緒に行う。


・作ったものを飾ったり、それらを使って遊んだりする。
・「○○を作ったの？」「△△さんが一人で作ったの？すごいね！」など、児童がうれしく感じ、さらに意欲的に次の活動に取り組めるような言葉かけをする。
・同じ場所で遊んでいる児童には、言葉かけや教師の支援により同じ遊びを一緒に行うきっかけを作る。
・必要に応じて順番や道具の使い方を伝える。
	①②③⑥⑩






③⑤⑥⑦





①②③⑥⑦
⑩










	まとめ（５分）
	６．振り返りをする。
・楽しかったことを発表する。



７．終わりのあいさつをする。
	
・発語のない児童には、写真カードを選ぶことで楽しかったことを伝えられるようにする。

・姿勢を正したり、教師に注目したりしてあいさつができるように言葉がけをする。

	①②③⑧⑨⑩



①②③⑧





１１．配置図配置図は、なくても構いません。
（小学部はなるべく記載してください）


前
児童席






粗大運動
工作コーナー
楽器コーナー

